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定量的な放射線教育と福島の復興教育の振興及び理科部の課題研究指導 

福島県立安積高等学校 

教諭 千葉 惇 

定量的な放射線教育と福島の復興教育の振興を目指して，中高生への調査を複数回行い，放射線教育

の実施割合の低さや欠けている知識を明らかにした。2011 年度より様々な授業を行い，近年は生徒研修

も行っている。放射線教育の振興のために，授業の成果を学会等で報告したり，被災地を見てどう教育

するか議論する教員研修を主催したりした。また，指導している物理部が全国大会で複数回入賞した。 

 

１．定量的な放射線教育と福島の復興教育の振興 

(１)背景と研究主題 

 2011 年の東京電力福島第一原子力発電所の事故（以下原発事故）後，福島県民の放射線被ばくの大き

さについては科学的な報告が多数なされており，国連科学委員会は 2020 年「放射線被ばくが直接の原

因となるような将来的な健康影響は見られそうにない」と最終報告している[1]。しかし残念ながらこの

ような情報は現状では社会全体に伝わっていないため，環境省や三菱総研などの調査により近年でも福

島県民に対する偏見が残っていることが指摘されている[2][3]。中高生のもつ誤解や放射線の理解度を

測る調査はほとんど行われていなかったため，それを調査した。また，その結果を踏まえつつ廃炉や除

染土処分，避難区域などの福島の復興課題まで教える授業や研修を行った。 

(２)放射線と福島の状況に関するテスト・アンケート 

 2019 年～2020 年に福島県内 4 校 997 名，県外 5 校 657 名の中高生について，放射線についてのテ

ストとアンケート調査を行った[4]。テストについては 15 点満点で県内平均点 7.2～10.0 点に対し県外

6.2～7.5点と，県内の方が点数の高い傾向があった。図１に示す現在の被ばく量を聞いた問いの解答の

ように，実際の数値よりも高すぎる解答が多く見られた。原発事故の影響を生徒たちは実際よりも過大

評価しているといえる。表１にアンケートの結果

の一部を示した。高校入学以前の放射線教育につ

いては，小中学校両方で授業を受けていない（また

は不明）の割合は県内 14～29％に対し県外 37～

84％であり差が見られ，福島県内でも学校ごとの

違いが大きい。アンケート 11,12 で問うた健康影

響と遺伝影響の可能性については，国際的な機関

が影響を否定している[1]が，「可能性は高い」と

「可能性は非常に高い」の回答（以下ネガティブ 
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図 1 郡山市の生活上の被ばく量が日本の他の地域の何倍か問う

問の回答の分布。正解：１倍[5] 

表 1 アンケートの回答[5] 
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な回答）を合わせた割合は 11，12それぞれで県内が 12～27％，8～20％に対し県外が 38～58%，31～45％

であった。中学生はさらに割合が高かった。 

2011年度に福島県の避難区域に住民登録をしていた大人についての 2018年度調査[5]は同様に 33.5％，

35.9％，東京の大人の 2019年度調査[3]は同様に 46.5％，41.4％であった。福島県内の高校生全体が大

人よりもネガティブな回答の割合が低かったといえる。 

(３)放射線と福島の復興についての授業 

福島の復興と放射線についての授業を毎年，夏に希望者，通常の授業内で 10月と 3月に 1・3年生に

行っている[4][7][8][9]（図 2）。例えば昨年度は，年間でのべ約 200名に授業した。全五章構成，各 1時

間であり，理科から社会へまたがる科目横断的な内容である。放射線副読本[6]や環境省などの公的資料

をもとに教材を作った。先述のテスト結果を受け，欠けている知識を伝えた。現在福島県民の追加被ば

く量は自然放射線量以下であること，被ばく量と生体影響の関係，国の放射性物質の基準値の意味や国

際的に見て非常に厳しい基準値であることなどのように，数値をベースに定量的に教えた。さらに風評

被害・原発事故処理などの社会的課題，被災地の現状と福島の人の努力を教え，最後には「東日本大震

災の教訓は何か」について考えさせ，教室内で各グループに発表させた。 

授業や調査を通して，以下の点を伝えることが重要であると感じている[4]。①放射線が「うつらない」

ことや壁による遮へい効果などの放射線の基本性質。②現在は放射線量が県外や諸外国と同じ程度まで

減ったこと，事故直後でも自然放射線量程度の追加被ばくであったことなどの，福島県の放射線量につ

いての定量的な知識。③福島県産品は放射性物質検査を行っており検査基準を超えたものは現在ほぼ 0

であること。④福島県に暮らす人が放射線を浴びたことによる遺伝的影響は生じえないであろうこと。 

特に③④は現在の放射線副読本にも記載されており，授業でも伝えやすいのではないか。 

         
図 2 授業の様子（2023 年 7 月）    図 3 左は国際放射線防護ワークショップ（2019 年），右は伝承館研修（2023 年） 

(４)生徒研修 

本校では 2018 年以降被災地や福島第一原発，中間貯蔵施設などを見に行って課題を知ったり発信し

たりする生徒研修，海外の高校生と交流しながら学ぶ活動を行っている[4] [9]（図 3）。毎年数十名の生

徒が参加してくれている。詳しくは論文か本校のホームページをご覧いただきたい[10]。  

(５)高校生から中学生への授業 

2025年 12月，高校 1・2年生の希望者７名が中学 1年生希望者 55名に合計 4時間の授業を行った。 

高校生は復興関係の研修に参加経験のある生徒や教員志望の生徒が参加した。高校生が前述の放射線の 

授業と似た内容の授業をプレゼンテーション，実験，ワークシート，ディスカッションを交えつつ行っ

た。資料は全て高校生が自作した。10回程度準備会を行い，著者が指導して内容を改善した。 

参加者全員から本授業は非常に好評であり，中学生側はほとんど知らなかったことを知れた，高校生

側は伝える楽しさと教員の苦労を知ることができた，という感想が多かった。事後アンケートで，中学

生は 95%の生徒が 5 段階評価のうち最高評価をつけた。中学生と高校生の交流としても意義深かったと

思われる。なお，この授業の成果は図 4のポスターにまとめ，生徒が内部・外部の発表会で発表した。 

(６)探究の授業における課題研究 

2025年度に本校の探究の授業において福島復興をテーマにしたグループを指導した。修学旅行で交流

する台湾の高校に風評被害の事態，放射線の理解度などを問うアンケートを依頼し，その違いの原因を

台湾の新聞報道，グーグルトレンドの分析を元に考察した。生徒が図 5のポスターにまとめ発表した。 
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(７)教員研修，教育の普及活動外部発表 

2020年度から「福島・関東高校教員合同 福島第一原発・被災地視察会」を NPO法人ハッピーロード 

ネットとともに 3回主催した[9]。県外の高校教員を中心に参加してもらい，福島の現状への理解を深め

ていただきつつ，県内県外全体でどうやって授業などを通して生徒に伝えていくかの議論を深める目的

で行った。東北地区教員対象にも１度行った。毎回 20名程度が参加した。この研修を通して興味を持っ

てくれた首都圏の学校が福島に研修に来てくれたこともある。 

その他，前述の放射線の授業の公開を行ったり，外部発表会で授業の内容などを発表したりした。著

者の論文を参考にしてくれた教員が 2026年に高知県の高等学校で同様の実践報告をしてくれた[11]。 

(８)まとめ 

原発事故直後，福島県は放射線教育を教育重点目標とし，小中学校を中心として実践を重ねてきた[12] 

[13]。しかし 2021年の第７次福島県総合教育計画では様々な施策の中で，施策４「福島で学び，福島に

誇りを持つことができる『福島を生きる』教育を推進する」の表現にとどまっている[14]。何より現場

の肌間隔として，東日本大震災・原子力災害伝承館にいく学校はまだあるものの，授業で教えている学

校は少ないと感じる。廃炉までまだ 30年かかるとされていて，福島の復興課題がいまだ残る現状では，

県全体，そして日本全体で教育が広がる必要がある。大事なことは授業と実験，探究活動を通した生徒

主体の研究であると考える。今後も教育を継続し広めていく所存である。 

 

２．理科部の課題研究指導 

(１)背景 

筆者は 2019 年度以降物理部の顧問を持った。物理部員は 1～3 年生で例年約 20 名弱である。最初は

ほぼ課題研究を行っていない状態であったが，指導の改善を重ね，今は全国大会に頻繁に出場している。 

図 4 高校生から中学生への授業の生徒作成ポスター 図 5 台湾風評被害アンケート班の生徒作成ポスター（前半部） 
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(２)生徒への指導内容 

研究テーマと手法の例示，定量化の手法の助言，研究の論理の破綻や方向性の間違いがないかの確認，

発表時の論文とプレゼン指導を行ってきた。課題研究の指導の例として，2024年の「スマートフォンは 

なぜ画面を下にして落ちるか（以下スマホ班）」について述べる。図と表は生徒が作成したものである。

図 6の実験装置を用いて，回転しながら落下するスマホが画面を下になって落ちるかどうかを試す研究

で，最初に生徒たちは表 2の形で実験結果を出した。それに対し著者は，接地角度をビデオで見て測り，

値の散らばりを見る方が科学的であると指導した。そしてスマホの運動は自由落下と重心周りの回転運

動なのではないかとアドバイスし，生徒が考えて数式を立ててモデル化し，初期角度ごとに高さと接地

角度の関係をグラフにしたのが図 7である。モデル化の詳細は図 8に示した。このように必ず定量性を

持たせ，モデル化まで行わせた。同様の指導により，物理チャレンジの第 1チャレンジ（予選）の実験

レポートにおいてはほぼ毎年 AA評価をもらうレポートを排出できた。 

(３)有効だと感じた手段 

部内の毎週のミーティングと生徒同士のアドバイス交換，上級生から下級生への授業により，生徒同

士が高めあう雰囲気が出てきた。指導のポイント・・・論文作成時：簡潔な文章で，仮説と実験の意図

を伝え，定量性・独創性・論理性を持たせること。先行研究を調べ，それと比べた新規性を明言するこ

と。発表時：自分たちの成果を分かりやすく伝え，質疑に論理的かつ簡潔に応答すること。 

(４)まとめ 

生徒同士の相互作用が一番重要であると感じている。一方で，論文と発表の準備の際教員が心がける

とよい役割は「翻訳」と「伴走」と感じる。生徒たちの意図を読み取り，分かりやすい伝え方を提示し

てあげつつ，一緒に考えることが重要である。指導次第で生徒たちは大いに伸びると感じている。 

 

３．主な受賞歴 

著者 指導した生徒 

2020年 第 49 回福島県教職員研究論文 特選 

2024年 2023年度日本物理教育学会賞  

2025年 福島県高等学校文化連盟 優秀指導者賞 

課題研究  スマホ班 

2024年 全国高等学校総合文化祭物理部門 文化庁長官賞（2位相当）  

2025年 JSEC（高校生・高専生科学技術チャレンジ） 優秀賞  

物理チャレンジ（物理オリンピック国内予選） 

2024年 第 2 チャレンジ（全国大会） 銀賞，銅賞各 1 名 

2025年 第 2 チャレンジ（全国大会） 優秀賞 2名，日本代表候補１名 
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表 2  2023 年 10 月 

結果の表 

図 6 スマ

ホの落下

実験装置 

 

図 8 2023 年 11 月 スマホの落下運動

のモデル化（自由落下と回転運動） 

図 7 2023 年 11 月 横軸軸落下距離，

縦軸接地角度のグラフ。モデル化した数

式上に実験結果が乗ることが分かる。 


